
田
中
励
儀
先
生
・
山
田
和
人
先
生
を
送
る
辞

　

こ
の
度
、
田
中
励
儀
先
生
・
山
田
和
人
先
生
の
お
二
人
が
と
も
に
二
〇
二
三
年
三
月
を
も
っ
て
ご
退
職
の
時
を
迎
え
ら
れ
る
。
田
中
先
生
は
一

九
八
五
年
に
、
山
田
先
生
は
一
九
八
六
年
に
同
志
社
大
学
に
着
任
さ
れ
、
四
〇
年
近
く
の
長
き
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
執
っ
て
こ
ら
れ
た
。
僭
越
な

が
ら
、
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
同
僚
の
一
人
と
し
て
送
別
の
言
葉
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

両
先
生
は
と
も
に
著
名
な
国
文
学
研
究
者
で
あ
り
、
田
中
先
生
は
泉
鏡
花
な
ど
幻
想
文
学
を
中
心
と
し
た
近
現
代
文
学
、
山
田
先
生
は
歌
舞

伎
・
浄
瑠
璃
・
か
ら
く
り
な
ど
近
世
の
演
劇
を
中
心
と
し
た
近
世
文
学
の
分
野
の
研
究
で
、
大
き
な
業
績
を
残
し
て
お
ら
れ
る
。
お
二
人
と
も
、

関
連
学
会
の
役
員
な
ど
も
数
多
く
務
め
て
お
ら
れ
、
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
で
も
あ
っ
た
。

　

学
内
で
は
田
中
先
生
は
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
三
年
度
に
大
学
評
議
員
、
山
田
先
生
は
二
〇
一
七
年
に
大
学
評
議
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
学

の
公
務
に
も
尽
力
さ
れ
た
。
と
も
に
教
育
熱
心
な
面
は
共
通
で
あ
る
が
、
お
二
人
の
性
格
か
、
指
導
の
方
法
や
場
面
な
ど
は
大
い
に
違
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
田
中
先
生
は
、
研
究
室
近
く
の
別
室
で
学
部
生
や
院
生
を
指
導
し
て
お
ら
れ
る
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
た
び
た
び
で
あ
り
、
留
学
生

の
指
導
な
ど
も
含
め
て
細
か
く
丁
寧
な
指
導
は
、
先
生
の
指
導
さ
れ
た
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
、
博
士
論
文
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
山
田

先
生
は
、
翻
刻
の
会
を
指
導
さ
れ
、
毎
週
学
生
の
会
員
を
集
め
て
指
導
を
な
さ
っ
て
い
る
の
を
よ
く
拝
見
し
た
。
そ
の
成
果
は
、『
同
志
社
国
文

学
』
に
毎
年
掲
載
さ
れ
る
翻
刻
紹
介
に
成
果
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
ゼ
ミ
生
以
外
の
学
生
ま
で
幅
広
く
導
い
て
こ
ら
れ
た
。

　

大
学
院
で
は
、
田
中
先
生
が
二
〇
〇
〇
年
、
山
田
先
生
が
二
〇
〇
三
年
か
ら
大
学
院
の
後
期
課
程
に
任
用
さ
れ
て
と
も
に
多
く
の
研
究
者
を
輩

出
し
て
お
ら
れ
る
。
大
学
院
の
授
業
で
は
何
度
も
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
お
二
人
の
鋭
い
質
問
に
は
、
分
野
の
異
な
る
私
に
も
納
得
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
学
科
会
議
で
も
、
お
二
人
の
大
所
高
所
を
見
渡
し
た
ご
意
見
は
、
判
断
に
迷
う
よ
う
な
事
案
に
対
し
て
し
ば
し
ば
羅
針

盤
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
問
題
の
急
所
を
鋭
く
突
く
田
中
先
生
、
大
局
を
見
渡
し
た
意
見
を
述
べ
る
山
田
先
生
と
い
う
印
象
で
あ
る
が
、
と
も
に

学
科
の
会
議
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
お
二
人
の
ご
退
職
の
あ
と
は
、
今
後
の
国
文
学
科
の
舵
取
り
も
後
輩
教
員
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
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な
る
が
、
二
人
の
築
か
れ
た
学
科
の
伝
統
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
今
後
も
継
承
・
発
展
さ
せ
た
い
と
思
う
。

　

個
人
的
な
面
で
は
、
田
中
先
生
は
鉄
道
や
演
歌
を
趣
味
と
さ
れ
、
山
田
先
生
は
と
に
か
く
活
動
的
で
研
究
活
動
で
も
海
外
に
出
か
け
る
ほ
ど
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
方
で
あ
る
。
大
学
の
行
事
後
の
二
次
会
な
ど
で
、
お
二
人
の
歌
唱
を
拝
聴
し
た
こ
と
な
ど
も
私
に
と
っ
て
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

お
二
人
の
学
問
的
知
見
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
、
学
科
の
運
営
の
こ
と
な
ど
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
お
二
人
の
ご
貢
献
に
思
い
を
致
し
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

田
中
先
生
・
山
田
先
生
、
ご
退
職
後
も
国
文
学
科
の
今
後
を
見
守
り
、
お
導
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
し
ま
す
。
拙
い
文
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
両
先
生
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
祈
っ
て
贈
る
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

藤
井
俊
博
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